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研究成果の概要（和文）：脊椎動物の社会進化モデルとしてタンガニイカ湖のカワスズメの系統

関係や彼らの社会構造を調べた。この系統の魚類には多様な婚姻形態や社会構造が含まれてお

り、共同繁殖の進化には巣の維持という生態条件が重要であることが示された。また「共同的

一夫多妻」などほ乳類や鳥類でもまったく知られていない社会構造も見いだした。新たな系統

からの血縁ヘルパー型共同繁殖魚や協同的一妻多夫の進化も示唆できるなど、様々な成果が得

られた。 
 
研究成果の概要（英文）：We studied social structure and reproductive strategy of cichlids of 
Lake Tangnayika, especially cooperative breeding species, indicate following major 
suggestions or conclusions. Neolamprologus obscurus conduct cooperative breeding with 
related helpers, and we suggest that cooperative breeding evolves at least four times 
independently. The tribe Lamprologini cooperative breeding with related helpers are found 
in species of which nests are or will be immediately destroyed without nest maintenance 
behavior. In this species we also found for the first time in fish that female young disperse 
from natal territories earlier than male young, and this tendency will be similar to birds 
delayed dispersion rather than mammals. 
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１．研究開始当初の背景 
	
 タンガニイカ湖のカワスズメ類は日本人
が長年にわたり、繁殖行動、婚姻形態、社会
構造について研究してきた。彼らは巣に卵を
産み親が子育て（保護）を行う。子の保護様

式は様々であり、このことが鳥類と同様の
様々な婚姻形態をもたらしている事が分か
っていた。 
	
 鳥類やほ乳類でも、一夫一妻、一夫多妻、
古典的（ハレム型）一妻多夫が知られている。
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さらに、これら陸上脊椎動物では、年上の兄
妹がなわばりに留まり、自分たち自身は繁殖
せずに、弟妹の子育ての世話をする、「血縁
ヘルパー型共同繁殖」、さらに非血縁の雄が
一匹の雌と交尾し１つの巣で繁殖する「協同
的一妻多」が知られていた。これらは、より
複雑で個体間関係の複雑な社会であり、その
進化の理由が長年にわたり理論的および実
践的研究がなされていた。 
	
 ランプロロギニ族魚類にも一夫一妻、一夫
多妻、ハレム型一妻多妻はじめ、血縁ヘルパ
ー型共同繁殖、さらには協同的一妻多夫も知
られていた。魚類でのこれら共同繁殖は、タ
ンガニイカ湖の本族魚類でしか知られてい
ない。その主原因は、これらの魚が片親もし
くは両親で子育てをする事にあるのは、ほぼ
間違いなく、それが原因で世界の魚類でも本
族魚類に共同繁殖が限られているといえる。
さらにこれら魚は単系統であり、系統関係が
把握されている事、いずれも小型の魚類であ
り、行動圏も小さく直接の行動観察が容易で
ある事、また飼育実験によるアプローチも容
易い等、大きな利点がある。このような背景
を考えると、同湖の基質産卵魚であるランプ
ロロギニ族（全 80 種）は、魚だけでなく脊
椎動物の共同繁殖の進化を検討する事も可
能なすばらしい研究材料ということができ、
このような背景のもと同湖での潜水野外調
査や水槽飼育実験を行うことにした。 
  
２．研究の目的 
	
 我々は単系統であることが確実である基
質産卵魚ランプロロギニ族魚類に焦点を当
て、その多様な社会構造の進化とその生態的
要因の解明をめざす。とりわけ 2 つのタイプ
の共同繁殖種に焦点を当てるし、それだけで
なく系統的に近いと考えられる非共同繁殖
の魚種の繁殖様式の解明も実施する事によ
り、共同繁殖の進化を把握する。 
	
 2 つ目の目的としては、水槽観察により、
これまで得られている共同繁殖魚種でのい
くつかの仮説に付いての野外および飼育実
験を行うことにより、それら仮説の検証する
事にある。 
（仮説 1）協同的一妻多夫魚類の婚姻形態は、
雌が雄の父性認識を操作することにより維
持されている。 
（仮説 2）血縁ヘルパー型共同繁殖種ではヘ
ルパーの滞在は、ヘルパー自身の滞在コスト
とこのことにより、同湖のカワスズメ科魚類
の進化を明らかにするだけでなく、鳥類やほ
乳類での多様な社会構造とも比較する事に
より、脊椎動物の社会構造とりわけ共同繁殖
の進化の要因の解明をめざしてきた。 
	
 共同繁殖魚はグループメンバーが多く、互
いに個体識別している事が知られている。	
 
血縁ヘルパー型共同繁殖では、鳥類では雌が、

ほ乳類では雄が早く分散する事が知られて
いる。カワスズメで分散の性差を調べる事で、
魚類のケースを調べることができる。 
（仮説 3）視覚で個体識別する彼らは、おそ
らく個体変異の多い顔の模様で識別してい
るだろう。 
	
 また、共同繁殖種のうち、完全な岩場で繁
殖する N. bushery の社会構造を明らかにす
ることで、社会構造と生態要因の関係につい
て検討する。 
３．研究の方法 
	
 主な方法は野外での潜水行動観察、野外実
験および室内飼育実験（現地研究所および国
内）である。現地のタンガニイカ湖湖畔のム
プルング市の研究所をベース基地とし、そこ
からボートで 5－20km 離れた調査地点で継続
観察を行う。	
 
	
 社会関係の調査のために、対象魚を個体識
別し長期間追跡する。場合によっては、長期
識別措置をとり、翌年度に追跡観察すること
もある。	
 
	
 また、現地で水槽飼育実験も野外調査と平
行して実施した。一部の魚は、ザンビア政府
の許可のもと、持ち帰り国内での水槽飼育実
験も行った。さらに、本族魚類の系統樹につ
いての検討も行った。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 (1)	
 オブスキュルスは共同繁殖の可能性
が高いと予測していたとおり、その社会関係、
保護行動、グループ個体の血縁度、サイズ組
成からなどから血縁ヘルパー型共同繁殖魚
であることがほぼ確認された。また、これら
の資料から雄の方が分散遅延を起こしてい
ることがほぼ明らかとなった。これは魚類で
ははじめての成果であり、魚類の分散遅延が
ほ乳類よりも鳥類に近い事を示唆している。	
 
（2）系統と共同繁殖を対比させた所、オブ
スキュルスは、これまでの共同繁殖種とは独
立した系統であることが明らかになった。い
ずれも Neolamprologus 属魚(35 種)であり、
それらの共同繁殖、非共同繁殖を比較した所、
繁殖巣の維持の必要性が、共同繁殖の進化に
とり最も大きな要因と言えそうである。この
ように巣から砂を常に出す必要のある種群
で血縁ヘルパー型共同繁殖は 4回独立に進化
した事がわかった。	
 
（3）一方で、同じ Neolamprologus属ながら、
野外調査の結果社会構造は血縁ヘルパー型
共同繁殖ではなく、N.	
 busheryは共同的一妻
多夫の可能性が高い事が分かりつつある。残
念ながら、「β雄」の捕獲が出来ておらず、
結論は今後の課題である。本種は、砂をかぶ
る巣ではなく、完全に岩戸その隙間で繁殖し
ている。この生息環境は、共同的一妻多夫の
ジュリドクロミスやカリノクロミスと似て
おり、生態的要因が社会様式に大きく影響す



る事を明示している。	
 	
 
（4）共同的一妻多夫のジュリドクロミスを
用いた実験観察から、一妻多夫の雌は、擬似
産卵を多用する事で雄に自分の受精卵が多
いと嘘をつき、その結果としてそれぞれの雄
に自分の子供が多いと思わせ、より子の世話
を行い、その結果雌自身の保護量を減らして
いる事が強く示唆された。また、この傾向を
これまでの鳥類での研究事例を考慮すると、
この「雄の父性認識の操作」は鳥類の共同繁
殖の成立要因として、これまでの雄間での対
立と協調が主要因との諸説とは大きく異な
ることを示している。すなわち、本研究での
成果が、協同的一妻多夫の成立要因の見方を
大きく覆すものとなっている。	
 
(5)	
 共同繁殖種はグループメンバーが多く、
かつ互いに視覚により個体識別しているこ
とが知られている。その一種であるブリチャ
ージを用いた水槽実験により、彼らが顔の模
様にもとづいて個体識別をしている事が明
らかになった。本種は顔の模様に個体毎に変
異があり、彼らはこの変異に基づいて識別を
していると考えられる。さらに、顔の模様と
社会構造を種間で比較した所、共同繁殖種で
顔もようは発達し、一夫一妻種などでは顔の
模様がないあるいは少ない事が分かった。こ
のことから共同繁殖種等、個体識別の必要な
種は顔の模様で個体識別がなされていると
の仮説を立て、今後その検証をしてゆく。	
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